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審 議 結 果 報 告
6 月 定 例 会

議案番号 議　　案　　名 議決内容
同意第 4 号 宮若市教育委員会委員の任命について 原案同意
同意第 5 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 6 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 7 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 8 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 9 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 10 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 11号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 12 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 13 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 14 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 15 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 16 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 17 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
同意第 18 号 宮若市農業委員会委員の任命について 原案同意
承認第 1号 専決処分の承認について（宮若市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について） 原案可決

議案第 24 号 宮若市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第 25 号 宮若市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第 26 号 宮若市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議員提出議案

第 2 号 宮若市議会・議員のハラスメント根絶に関する決議案 原案可決

塩川秀敏市長のハラスメント行為に関する調査特別委員会の報告について（調査報告書） 原案可決

◆賛否の分かれた議題	 ○：賛成　×：反対

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

氏名

議題

神
谷
　
喜
久
雄

藤
春
　
優
二

松
岡
　
史
倫

清
水
　
健
太
郎

山
元
　
秀
一

柴
田
　
裕
美
子

染
矢
　
正
次

和
田
　
善
久

安
永
　
友
則

安
河
　
英
幸

茅
野
　
勝

弓
削
田
　
敬

谷
口
　
重
隆

遠
藤
　
嘉
昭

寳
部
　
勝

塩川秀敏市長のハラスメント行為に関す
る調査特別委員会の報告について（調査
報告書）	※1（詳細はP3）

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 1	 反対討論（山元　秀一議員）
本調査では、労働者の就業環境が害されたかどうかの調査を行っておらず、ハラスメントの要件を満たしているとは
言えない。セクシャルハラスメントについても、性的な意図によるものか否か、十分な調査が行われていない。また、
委員がハラスメントを認定するには、経験値や調査能力が不十分であると言わざるを得ず、当委員会の意見は信用に
足らない。さらに、市長が行った言動の背景についても調査を行っておらず、その背景に基づく動機なども考慮され
ていない。

	 賛成討論（弓削田　敬議員）
我々は、確かに市長本人の聞き取りしか行っていない。しかし、報道機関のインタビューや、私も議員として職員と
確認をする中で、パワーハラスメントがあったということは否めない事実だと認識している。
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宮
若
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

宮
若
市
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

桝ま
す

﨑ざ
き　

久ひ
さ

代よ	

氏
（
再
任
）

舟ふ
な

越こ
し　

俊と
し

茂し
げ	

氏
（
新
任
）

水み
ず

上か
み　

昭て
る

和か
ず	

氏
（
再
任
）

渡わ
た

邉な
べ　

三さ
ぶ

郎ろ
う	

氏
（
新
任
）

本ほ
ん

田だ　

瑞み
ず

希き	

氏
（
新
任
）

武た
け

田だ　

俊と
し

彦ひ
こ	

氏
（
再
任
）

山や
ま

本も
と　

　

隆
た
か
し	

氏
（
再
任
）

春は
る

田た　

章あ
き

匡ま
さ	

氏
（
再
任
）

榎え
の

本も
と　

良よ
し

樹き	

氏
（
新
任
）

安や
す

河こ
う

内ち

龍り
ゅ
う

一い
ち	

氏
（
再
任
）

本ほ
ん

田だ　

孝た
か

光み
つ	

氏
（
新
任
）

安や
す

永な
が　

文ふ
み

秋あ
き	

氏
（
新
任
）

宮み
や

野の　

和か
ず

男お	

氏
（
新
任
）

阿あ

部べ　
　

進
す
す
む	

氏
（
再
任
）

松ま
つ

川か
わ　

公き
み

彦ひ
こ	

氏
（
新
任
）

可決された決議

市民の負託を受けた、私たち宮若市議会議員（以下「議員」という。）は、市民全体の奉仕者として市政
に寄与し、市民福祉の向上に努めなければならない。
この度、宮若市職員（以下「職員」という。）が、宮若市長（以下「市長」という。）より、ハラスメン

ト及びセクシャルハラスメント行為（以下「ハラスメント」という。）を受けたことは、宮若市議会（以下
「議会」という。）としても看過できない重大な問題であり、塩川秀敏市長のハラスメント行為に関する調
査特別委員会においても、調査がなされたところである。
これを踏まえ、今後議会としても、議員一人ひとりがその立場を十分にわきまえ、議員と議員の間はも

ちろんのこと、職員に対して、ハラスメント根絶に向けて、適切な対策をしていかなければならない。
議会では、令和 5年 12月 15日に「宮若市特別職及び一般職公務員において、あらゆるハラスメントの

防止に向けた取り組みの推進について」を決議し、宮若市へは、ハラスメント防止措置等求めているとこ
ろであるが、ハラスメントの根絶及び防止に向けた議会の意思を下記のとおり明文化し、その意思を徹底
するために、決議するものである。

記
1�　議員は、ハラスメントが時には人命にも関わる人権侵害であることを自覚し、人権尊重社会に生きる人
として、ハラスメントの防止及び根絶に努め、議員と議員、議員と職員のそれぞれの立場、人格を互いに
尊重し、良識ある関係を構築する。
2�　議員は、ハラスメント防止のため、あらゆる場面で、自らの言動を考える。また、他の議員によるハラ
スメントに当たる言動の疑いがある事態に遭遇した場合には、見過ごすことはせず、その真実性を明らか
にし、当該議員に対し厳に慎むべき旨指摘し、解決するよう努める。
3�　議会は、議員が関わるハラスメント疑いの事案を把握したときは、迅速かつ適切に対処する。
4�　議会は、ハラスメントの防止及び根絶のため、議員に対し必要な研修を実施、もしくは他機関主催の研
修を案内し、議員は受講に努める。
以上、決議する。
提出者：安河�英幸、染矢�正次
賛成者：和田�善久、寳部�勝、安永�友則、弓削田�敬、柴田�裕美子、藤春�優二、遠藤�嘉昭

宮若市議会・議員のハラスメント根絶に関する決議

昨年 12月 1日の本会議で、地方自治法第 100 条に基づく調査権限を有した「塩川秀敏市長のハラスメ
ント行為に関する調査特別委員会」が設置され、11回にわたり委員会を開催し、調査を続けてまいりま
したが、令和 6年 6月 14日の委員会をもって調査を終了し、議長に対し調査報告書を提出しております。
その内容について、報告します。
委員会では、提出された記録に基づき、尋問事項の整理等を行い、塩川秀敏市長への証人尋問を行いま

した。その後、調査事項の整理等協議を行い、8項目について、ハラスメント行為及びセクシャルハラス
メント行為として、事実認定をいたしました。それに基づき、調査報告書（案）の協議に入りました。
調査報告書（案）の「まとめ」として、塩川秀敏市長の言動は、職員との信頼関係に関わらず許されな

いものであり、市長として不適切な行為であると指摘しています。
また、塩川秀敏市長におかれては、当委員会の調査結果を重く受け止め、市のトップとして、市長自身

のハラスメント行為による、混乱の責任を十分認識していただき、身の処し方、今後の行動については、
改めてご自身で考えるべきであるとしております。
「まとめ」の最後では、執行部、議会共にハラスメント行為を許さない環境づくりのための更なる努力

が求められる。職員が市民のため、十分に働くことができる健全な環境を保持するため、必要な対策を行
うことを、執行部にはお願いするとともに、議会としても再発防止に向け、あらゆる面で努力してまいる
所存であるとしております。
この調査報告書（案）について、各委員から意見を伺いました。意見として、「まとめ」の部分につい

て、「身の処し方、今後の行動については、改めてご自身で考えるべきである」の記載について、「行動を
自分で決めるのは当たり前であり、文言は削除すべきで、不必要と思う。この内容で出すのは、調査不十
分である」との意見や、「書き方が柔らかいのではないか。強く書くべきである」との意見や、「委員の意
見も記され、まとめもきちっとしており、報告書案のとおりでよい」との意見がございました。
調査報告書（案）については、採決の結果、賛成多数で可決と決しております。
以上、塩川秀敏市長のハラスメント行為に関する調査特別委員会の報告とさせていただきます。

塩川秀敏市長のハラスメント行為に関する調査特別委員長�神谷�喜久雄

塩川秀敏市長のハラスメント行為に関する調査特別委員会報告
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専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
宮
若
市
税

賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

急
を
要
し
た
た
め
、
専
決
処
分
し
た
の

で
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

・�

固
定
資
産
税
の
、
職
権
に
よ
る
減
免
規

定
の
追
加
に
つ
い
て
、
災
害
で
な
け
れ

ば
、
で
き
な
い
の
か
。

・�

個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
で
、
宮
若
市

の
税
収
は
減
る
の
か
。

答
弁

・�

基
本
的
に
災
害
を
想
定
し
て
い
る
。

・�

９
，
９
０
０
万
円
ほ
ど
減
る
が
、
国
か

ら
の
交
付
金
で
補
填
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
公
益
信
託

に
係
る
所
得
税
法
の
規
定
の
見
直
し
に
よ

り
、
宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

さ
し
た
る
質
疑
な
し

全
会
一
致
で
可
決

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
と
軽
減
判
定

所
得
の
基
準
額
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
宮
若
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

・
今
後
の
国
保
運
営
に
つ
い
て
。

答
弁

・�

国
の
方
針
で
、
保
険
者
が
都
道
府
県
単

位
に
な
っ
て
、
将
来
的
に
は
、
福
岡
県

内
の
国
民
健
康
保
険
料
水
準
の
統
一
化

が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
方
針
と

し
て
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
進
め
る
形

に
な
る
か
と
思
う
。

全
会
一
致
で
可
決

宮
若
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

昨
今
の
幼
児
教
育
・
保
育
現
場
に
お
け

る
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
事
故
や
不
適
切
な

対
応
事
案
を
受
け
、
本
市
条
例
の
基
準
と

な
る
内
閣
府
令
に
お
い
て
、
職
員
の
配
置

基
準
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市

条
例
に
つ
い
て
も
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

質
疑
な
し

全
会
一
致
で
可
決

若
宮
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

本
市
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
の
定
住
施
策
と
し
て
、
本
跡
地
を
住

宅
及
び
公
園
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
等
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
て
、
可
能
な
限
り
早
期
に
公
募
型

で
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
よ
う
、

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
跡
地
利
活
用
の
基
本
的
な
方
針
と
し

て
は
、「
人
と
緑
が
共
存
す
る
賑
や
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
住

宅
と
公
園
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
計

画
的
に
一
体
的
な
整
備
を
進
め
、
魅
力
あ

る
街
並
み
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周

辺
地
域
に
も
一
層
の
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
地
域
全
体
の
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

整
備
の
内
容
と
し
て
は
、
約
１
２
，

０
０
０
㎡
の
敷
地
内
に
現
存
す
る
施
設
を

全
て
解
体
し
、
公
園
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
方
々
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
敷
地
内
に
は

来
園
者
の
交
流
の
場
と
し
て
「
交
流
拠
点

施
設
」
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
住

宅
に
つ
い
て
は
、
対
象
の
土
地
を
民
間
事

業
者
へ
売
却
し
、
住
宅
地
の
造
成
、
販
売

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
を
推
進
す
る
に
当
た

り
、
先
に
本
跡
地
周
辺
の
自
治
会
長
の
皆

様
と
も
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
も
継
続
し
て
地
域
住
民
の
意
見

を
丁
寧
に
聴
き
な
が
ら
、
有
効
な
利
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

総
務
委
員
会

委
員
長　
安
永　
友
則

６
月
定
例
会

委
員
会
報
告

教
育
民
生
委
員
会

委
員
長　
柴
田　
裕
美
子

市
長
報
告

◆
市
長
報
告	

1

６
月
定
例
会
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宮
若
北
部
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関

す
る
細
目
協
定
書
の
変
更
に
つ
い
て

令
和
２
年
９
月
か
ら
、
新
た
な
工
業
団

地
の
造
成
事
業
と
し
て
、
福
岡
県
が
事
業

主
体
と
な
り
、
本
市
と
連
携
し
て
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
31
日
に
は
、
福
岡
県
と

本
市
の
役
割
分
担
等
を
定
め
た
「
宮
若
北

部
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関
す
る
基
本
協

定
書
」
を
、令
和
５
年
３
月
31
日
に
は
、福

岡
県
と
本
市
の
年
次
的
な
費
用
負
担
や
財

産
の
引
渡
し
及
び
管
理
等
に
つ
い
て
定
め

た
「
宮
若
北
部
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関

す
る
細
目
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
般
、
令
和
５
年
度
に
工
事
着
手
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
期
間
及
び

費
用
年
度
に
変
更
が
生
じ
、
本
事
業
に

係
る
細
目
協
定
書
の
変
更
を
行
う
も
の

で
す
。

本
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
福
岡
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
工
業
用
地
造
成

事
業
の
早
期
の
完
成
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

宮
若
市
工
業
団
地
適
地
調
査
に
つ
い

て

本
市
の
昨
今
の
企
業
誘
致
の
経
過
に
つ

い
て
は
、
本
市
東
部
に
位
置
す
る
磯
光
工

業
団
地
は
、
平
成
30
年
３
月
で
全
区
画
が

完
売
す
る
と
と
も
に
、
同
年
４
月
に
は
四

郎
丸
地
区
市
有
地
に
自
動
車
関
連
企
業
が

進
出
し
て
以
降
、
公
的
な
工
業
団
地
が
所

在
し
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、令
和
２
年
９
月
よ
り
、福
岡
県
企

業
局
が
事
業
主
体
と
な
り
、
宮
若
北
部
工

業
用
地
造
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

現
在
、
８
割
を
超
え
る
地
権
者
の
合
意
を

い
た
だ
い
て
い
る
一
方
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
般
、
台
湾
の
半
導
体
製
造
大
手
、
Ｔ

Ｓ
М
Ｃ
（
台
湾
積
体
電
路
製
造
）
の
熊
本

県
菊
陽
町
へ
の
進
出
に
伴
い
、
九
州
各
地

へ
半
導
体
関
連
設
備
投
資
が
波
及
し
て
い

る
ほ
か
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
を
始
め
と

す
る
自
動
車
関
連
企
業
に
お
い
て
も
、
半

導
体
等
の
部
品
不
足
が
解
消
し
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
生
産
台
数
が
回
復
基
調
に
あ

り
、
売
上
高
も
増
収
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
複
数
の
企

業
か
ら
本
市
へ
の
進
出
希
望
の
問
い
合
せ

も
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
受
皿

と
な
る
工
場
用
地
を
選
定
す
る
た
め
、
宮

若
北
部
工
業
用
地
造
成
事
業
と
並
行
し
な

が
ら
、
新
た
な
工
業
用
地
の
適
地
調
査
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組

合
に
お
け
る
ご
み
処
理
施
設
整
備
に

係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

施
設
整
備
に
必
要
な
計
画
策
定
の
た

め
、「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
等

策
定
業
務
委
託
」
に
つ
い
て
、
株
式
会
社

エ
ッ
ク
ス
都
市
研
究
所
九
州
事
務
所
と
基

本
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

候
補
地
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
２
月

27
日
に
「
ご
み
処
理
施
設
候
補
地
選
定
委

員
会
」
を
設
置
し
、
計
３
回
の
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
候
補
地
の
選
定
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
先
月
29
日
に
ご
み
処
理

施
設
候
補
地
選
定
委
員
会
か
ら
選
定
結
果

報
告
を
受
け
、
当
初
の
７
候
補
地
か
ら
２

候
補
地
ま
で
絞
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
可
燃
ご
み
処
理
方
法
に
つ
い
て

は
４
案
あ
り
、
１
つ
目
が
現
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理

施
設
の
継
続
利
用
、
２
つ
目
が
可
燃
ご
み

処
理
施
設
の
新
規
建
設
、
３
つ
目
が
現
Ｒ

Ｄ
Ｆ
施
設
を
中
継
施
設
に
改
修
し
、
他
市

へ
処
理
委
託
す
る
、
４
つ
目
が
中
継
施
設

を
新
規
建
設
し
、
他
市
へ
処
理
委
託
す

る
、
以
上
の
う
ち
、
２
つ
目
の
可
燃
ご
み

処
理
施
設
を
新
規
建
設
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
１
日
付
け
で
組
合
長

が
鞍
手
町
の
岡
崎
町
長
に
変
更
と
な
っ
て

お
り
、
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10

月
１
日
か
ら
本
市
職
員
１
名
を
派
遣
し
、

さ
ら
に
本
年
４
月
１
日
か
ら
は
本
市
か
ら

１
名
、
小
竹
町
か
ら
１
名
、
鞍
手
町
か
ら

１
名
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
組
織
体
制
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
去
る
５
月
21
日
に
環
境

省
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
問
の
際
は
、
交
付
金
制
度
の
改
善
に

関
す
る
要
望
と
し
て
、「
循
環
型
社
会
形
成

推
進
交
付
金
に
関
す
る
要
望
」
及
び
「
廃

棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
費
に
係
る
支

援
制
度
の
創
設
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
に
申
請
を
予
定

し
て
い
る
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付

金
」
に
対
す
る
特
段
の
配
慮
及
び
有
利
な

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
等
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
の
内
容
を
十
分
に
鑑
み
な
が
ら
、
令

和
14
年
度
を
目
途
に
新
た
な
施
設
整
備

に
向
け
て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

宮
田
バ
ス
停
交
流
ス
ペ
ー
ス
整
備
事

業
の
取
組
に
つ
い
て

本
事
業
は
、
令
和
５
年
度
で
の
事
業
完

成
を
目
指
し
て
事
業
に
着
手
し
て
き
ま
し

た
が
、
関
係
機
関
と
の
協
議
に
想
定
外
の

時
間
を
要
し
た
こ
と
、さ
ら
に
、実
施
設
計

◆
市
長
報
告	

２

◆
市
長
報
告	

３

◆
市
長
報
告	

５

◆
市
長
報
告	

４
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が
完
了
し
た
時
点
の
積
算
額
が
、
物
価
高

騰
等
の
諸
事
情
に
よ
り
工
事
費
の
予
算
額

を
大
幅
に
超
過
し
て
い
た
た
め
、
設
計
額

を
圧
縮
す
る
整
備
内
容
や
建
築
工
法
の
見

直
し
な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
年
度

内
の
完
了
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
予
算
額
の
繰
越
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
の
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
を
活
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
末
ま

で
の
工
事
完
了
が
必
須
で
あ
り
、
現
在
、

再
検
討
し
た
変
更
設
計
に
基
づ
き
、
設
計

業
者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

建
築
費
を
圧
縮
し
た
設
計
を
上
半
期
に
終

了
し
、
下
半
期
に
て
建
築
工
事
を
完
了
さ

せ
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

宮
若
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

本
市
の
公
共
交
通
に
関
す
る
計
画
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
に
「
宮
若
市
公
共

交
通
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
様
々
な
交
通
施
策
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
が
努
力
義
務
と
な
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
宮
若
市
地
域
公
共

交
通
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

概
要
と
し
て
は
、
令
和
５
年
10
月
に
実

施
し
た
「
宮
若
市
の
公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
基
に
住
民
意
向
を
把
握

し
、
本
市
の
望
ま
し
い
公
共
交
通
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
移
動
手
段
の

確
保
に
よ
り
生
活
へ
の
不
安
を
解
消
し
、

暮
ら
し
や
す
く
魅
力
あ
る
地
域
を
創
り
上

げ
る
た
め
に
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
施

策
を
推
進
し
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
令
和
６
年
５
月
13
日
に
開
催
し

ま
し
た
宮
若
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お

い
て
、
本
計
画
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

宮
若
市
農
業
観
光
交
流
拠
点
整
備
基

本
構
想・基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

本
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、「
第
２
次
宮
若
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
に
掲
げ
る
「
農
業
観
光
交
流
拠
点

を
核
と
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

に
基
づ
き
、
脇
田
地
区
を
中
心
と
し
た
農

業
・
観
光
・
健
康
の
ふ
れ
あ
い
交
流
拠
点

を
整
備
す
る
た
め
の
構
想
・
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

概
要
と
し
て
は
、
脇
田
温
泉
や
農
業
観

光
振
興
セ
ン
タ
ー
、
西
鞍
の
丘
総
合
運
動

公
園
な
ど
の
資
源
の
連
携
を
強
化
し
、
一

帯
を「
農
業
観
光
交
流
拠
点
」と
し
て
結
び

付
け
、
さ
ら
に
は
県
と
連
携
し
た
「
道
の

駅
」
登
録
に
必
要
な
整
備
を
併
せ
て
行
う

こ
と
で
、
脇
田
地
区
を
中
心
と
し
た
地
域

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
観
光
客
の
増
加

と
新
た
な
活
力
を
呼
び
込
む
た
め
の
施
設

形
成
に
資
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
の
構
成
と
し
て
は
、
総
合
計

画
に
基
づ
く
市
の
将
来
構
想
や
市
の
課
題

を
踏
ま
え
、
目
的
や
位
置
付
け
、
対
象
エ

リ
ア
を
定
め
た
上
で
、
地
域
の
魅
力
創
造

に
向
け
た
方
針
や
取
組
案
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

基
本
計
画
の
内
容
と
し
て
は
、
既
存
施

設
を
活
用
し
た
「
道
の
駅
」
の
整
備
を
前

提
と
し
て
、
市
内
観
光
施
設
の
利
用
者
を

対
象
と
し
た
聞
き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト
と
市

の
上
位
計
画
を
基
に
、
整
備
方
針
や
コ
ン

セ
プ
ト
、
導
入
す
べ
き
機
能
や
施
設
・
設

備
等
を
示
し
て
い
ま
す
。

吉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
つ
い
て

吉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
11
月
臨
時
会
に

お
い
て
、「
現
吉
川
コ
ミ
セ
ン
周
辺
地
」
を

活
用
し
、
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
ご

報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
吉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
基
本
構
想
に
お
い
て
、
平
面
計
画
、
平

面
イ
メ
ー
ジ
等
を
作
成
し
、
隣
接
地
の
購

入
の
有
無
や
、
建
物
の
整
備
方
法
を
新
築

又
は
改
築
と
す
る
の
か
等
、
協
議
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、敷
地
に
つ
い
て
は
、新
た
な

用
地
を
取
得
せ
ず
に
、
現
在
の
敷
地
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
、
建
物
に
つ
い
て
は
、

現
施
設
の
改
築
で
は
な
く
、
規
模
を
縮
小

し
て
の
新
築
で
進
め
て
い
く
こ
と
で
調
整

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

建
物
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

基
本
設
計
等
に
お
い
て
決
定
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
投
票
所
等
と
し
て
の

利
用
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
た
上
で
、
敷

地
の
有
効
な
活
用
に
よ
る
駐
車
台
数
の
確

保
や
、
施
設
整
備
に
係
る
経
費
の
削
減
も

考
慮
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
建
物
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
実
施
予
定
の
設
計
業
務
等
に

備
え
、
用
地
の
確
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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市 政 を 問 う
質問者 質問事項 QR

1.
松岡 史倫

1. 本市の切れ目のない子育て支
援について問う

2.
藤春 優二

1. 行財政改革の取組について伺
う

2.子育て支援の取組について伺
う

3. 農業観光交流拠点整備基本
構想について伺う

3.
柴田 裕美子

1.子ども医療費助成の拡大につ
いて伺う

2. ギャンブル依存症の対策につ
いて伺う

3. 防災計画について伺う

4.
遠藤 嘉昭

1. 宮若市外二町じん芥処理施設
組合について総体的に伺う

※執行部の病欠等を考慮し、取り
下げました。

質問者 質問事項 QR

5.
安河 英幸

1. 優良農地の確保について伺う
2. 百合野山荘について伺う

6.
山元 秀一

1. 人材育成を踏まえた教育のあ
り方について問う

2. 観光振興によるまちの活性化
について問う

7.
弓削田 敬

1. 自動車臨時運行許可（仮ナンバ
ー）について伺う

2. 市行政の市民向け各種補助
金、助成金について伺う

8.
染矢 正次 1. 児童の通学路について伺う

2. 災害対策について伺う

※ �QRから、一般質問の録画映像がご覧いただけます。�
会議録は、議会事務局、若宮総合支所ハートフル、市内図書館および宮若市議会ホームぺージからご覧いただけます。

一般質問は市民を代表し、市の施策・方針や課題について問います

一般質問
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市 政 を 問 う 一般質問
本
市
の
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
問
う

問　
妊
娠
期
か
ら
産
後
に

お
け
る
支
援
施
策
を
伺
う
。

答　
市
長

す
べ
て
の
妊
婦
・
子
育

て
家
庭
が
安
心
し
て
出

産・育
児
が
で
き
る
よ
う
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

は
訪
問
・
電
話
・
面
談
に

よ
る
伴
走
型
相
談
支
援
と

合
わ
せ
、
妊
娠
時
と
出
生

時
そ
れ
ぞ
れ
に
出
産
・
子

育
て
応
援
給
付
金
に
よ
る

経
済
的
支
援
を
一
体
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
時
に
妊
婦
健
康
診

査
の
補
助
券
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

産
後
に
お
い
て
は
、
保

健
師
等
が
訪
問
し
て
体
重

の
測
定
、
発
達
の
チ
ェ
ッ

ク
、
育
児
相
談
や
子
育
て

情
報
の
提
供
を
行
う
「
あ

か
ち
ゃ
ん
訪
問
」
や
、
お

子
さ
ん
の
発
達
や
健
康
状

態
を
定
期
的
に
確
認
す
る

た
め
の
乳
幼
児
健
診
、
ま

た
、
産
後
ケ
ア
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
本
市
提
携
の
産
後
ケ

ア
施
設
は
８
施
設
。
飯
塚

市
は
35
施
設
、
宗
像
市
は

32
施
設
、
嘉
麻
市
は
32
施

設
と
な
っ
て
お
り
、
近
隣

と
比
較
す
る
と
少
な
い

が
、
提
携
先
を
増
や
す
た

め
の
動
き
を
伺
う
。

答　
健
康
福
祉
課
長

４
月
の
時
点
で
、
県
助

産
師
会
に
宮
若
市
民
の
受

け
入
れ
可
能
な
施
設
増
加

の
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

今
月
中
に
も
受
け
入
れ
施

設
が
増
え
る
予
定
で
す
。

問　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
を
含
め
た
子
育
て

支
援
拡
大
に
つ
い
て
の
検

討
状
況
を
伺
う
。

答　
市
長

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
３
箇
所
設
置
し
、
子
育

て
中
の
親
子
の
交
流
の
場

の
提
供
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
や
一
時
預
か
り
保

育
な
ど
の
支
援
、
親
子
ふ

れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
地
域
の
子
育
て
支

援
の
拠
点
と
な
る
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も

の
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
加
え
、
昨
年
９
月
か
ら

の
第
２
子
以
降
の
保
育
料

の
無
償
化
な
ど
、
多
子
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
、「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
別
々
の
組
織
で

あ
っ
た
「
児
童
福
祉
」
と

「
母
子
保
健
」を
一
体
化
す

る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
妊

産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
こ

ど
も
を
切
れ
目
な
く
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
子

育
て
支
援
の
拡
大
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

松岡　史倫

行
財
政
改
革
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

子
育
て
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

農
業
観
光
交
流
拠
点
整
備
基
本
構
想
に
つ
い
て
伺
う

問　
本
市
の
財
産
活
用
に

よ
る
広
告
収
入
の
確
保
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

本
市
の
財
産
活
用
に
よ

る
広
告
収
入
の
確
保
の
取

組
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
に
策
定
し
た
「
宮
若
市

有
料
広
告
掲
載
に
関
す
る

要
綱
」
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
８
月

に
策
定
し
た
宮
若
市
行
財

政
改
革
実
施
計
画
「
第
四

次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の

項
目
に
も
掲
げ
て
お
り
、

現
状
と
し
て
は
、
本
庁
舎

総
合
案
内
板
や
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し

た
広
告
収
入
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
本
取
組
を

推
進
し
、
健
全
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問　
本
市
の
学
童
保
育
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

本
市
で
は
、
市
内
に
４

箇
所
の
学
童
保
育
所
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
定
員
に

つ
い
て
は
、
宮
田
南
学

童
保
育
所
が
70
名
、
宮

田
北
学
童
保
育
所
が
80

名
、
光
陵
学
童
保
育
所
が

90
名
、
宮
若
西
学
童
保
育

所
が
１
２
０
名
と
し
て
お

り
、
利
用
時
間
に
つ
い
て

は
、
平
日
が
放
課
後
か
ら

午
後
６
時
30
分
ま
で
、
土

曜
日
や
夏
休
み
な
ど
の
長

期
学
校
休
業
日
が
原
則
と

し
て
午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
30
分
ま
で
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
学
童
保
育
所
の
運

営
を
通
じ
て
、
や
む
を
得

ず
放
課
後
な
ど
に
保
護
者

の
監
護
を
受
け
ら
れ
な
い

児
童
の
健
全
育
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。

問　
農
業
観
光
交
流
拠
点

整
備
事
業
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
本
事
業
が

本
市
に
も
た
ら
す
経
済
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

本
事
業
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

丁
寧
な
事
業
説
明
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
地
元
の
ご

理
解
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
様
々
な
関
係
機
関
と

の
調
整
・
連
携
を
図
り
、

事
業
化
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
事
業
が
本
市

に
も
た
ら
す
経
済
効
果
に

つ
い
て
は
、
本
計
画
地
周

辺
は
、
脇
田
温
泉
を
は
じ

め
と
す
る
観
光
資
源
が
複

数
存
在
す
る
地
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
様
々
な
魅
力

を
発
信
し
、
観
光
入
込
客

の
増
加
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
へ
も
た
ら
す

経
済
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

藤春　優二
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市 政 を 問 う一般質問
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
う

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う

防
災
計
画
に
つ
い
て
伺
う

問　
本
市
に
お
け
る
子
ど

も
医
療
費
助
成
拡
大
の
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
。

答　
市
長

本
市
で
は
、
中
学
生
ま

で
を
対
象
に
医
療
費
助
成

を
実
施
し
て
お
り
、
就
学

前
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
自
己
負
担
を
無
料
と

し
、
小
中
学
生
に
つ
い
て

は
、
入
院
は
月
７
日
ま
で

１
日
５
０
０
円
を
、
通
院

は
１
月
１
，
２
０
０
円
を

自
己
負
担
額
の
上
限
と
し

て
、
残
り
の
医
療
費
に
つ

い
て
一
部
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
対
象
年
齢
や
自

己
負
担
額
な
ど
、
持
続
可

能
な
制
度
と
す
る
べ
く
、

助
成
範
囲
の
拡
充
に
つ
い

て
、
調
査
、
研
究
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

問
題
の
認
識
と
本
市
で
の

取
組
に
つ
い
て
。

答　
市
長

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に

つ
い
て
は
、「
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
に
の
め
り
込
む
こ
と
に

よ
り
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
状
態
」
で
、
自
分
の
意

志
や
精
神
力
で
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
病

気
で
あ
る
一
方
で
、
適
切

な
治
療
や
支
援
を
受
け
る

こ
と
で
回
復
が
可
能
で
あ

る
も
の
で
も
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
て
相
談

を
受
け
た
際
に
は
関
係
機

関
に
繋
ぐ
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
本
市
の
地
域
防
災
計

画
に
つ
い
て
。

答　
市
長

こ
の
計
画
は
、
宮
若
市

の
地
域
に
係
る
災
害
予

防
、
災
害
応
急
対
策
及
び

災
害
復
旧
・
復
興
に
関
し
、

本
市
が
処
理
す
べ
き
事
務

及
び
業
務
に
つ
い
て
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
大
綱

と
し
て
定
め
た
も
の
で
、

「
総
則
」「
災
害
予
防
計
画
」

「
災
害
応
急
対
策
計
画
」

「
災
害
復
旧
・
復
興
計
画
」

及
び「
震
災
対
策
計
画
」の

５
編
を
も
っ
て
構
成
し
、

令
和
３
年
度
に
改
訂
版
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

問　
市
民
等
の
防
災
力
の

向
上
に
つ
い
て
。

答　
市
長

令
和
５
年
３
月
に
改
訂

し
た
宮
若
市
防
災
マ
ッ
プ

を
市
内
全
戸
へ
配
布
し
、

防
災
に
関
す
る
記
事
や
災

害
危
険
箇
所
等
の
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
を
推
進
し
て
い
る

ほ
か
、
自
治
会
の
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
で
行
わ
れ
る
防
災

講
習
会
等
を
実
施
し
、
自

助
、
共
助
の
重
要
性
等
の

周
知
も
行
っ
て
い
ま
す
。 柴田　裕美子

優
良
農
地
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う

百
合
野
山
荘
に
つ
い
て
伺
う

問　
脇
田
地
区
で
開
発
が

進
ん
で
い
る
が
、
農
地
に

影
響
は
な
い
の
か
市
の
考

え
を
伺
う
。

答　
市
長

優
良
農
地
に
つ
い
て

は
、
食
料
自
給
率
の
向
上

や
食
料
の
安
定
供
給
に
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

一
定
の
基
準
を
満
た
す
区

域
を
農
用
地
区
域
と
し
て

設
定
し
、
ま
た
は
農
地
法

に
基
づ
く
農
地
転
用
許
可

制
度
に
よ
り
、
一
定
の

規
制
を
設
け
る
こ
と
で
、

そ
の
確
保
を
図
っ
て
い

ま
す
。

脇
田
地
区
の
開
発
に
伴

う
農
地
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
当
該
開
発
に
係
る

地
区
の
農
地
を
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
し
た
農
地
は

無
く
、ま
た
、農
地
転
用
に

つ
い
て
も
、
工
事
を
施
工

す
る
業
者
に
よ
る
資
材
搬

入
場
と
し
て
、
一
時
的
に

農
地
転
用
を
許
可
し
た
も

の
が
１
件
あ
り
ま
す
が
、

一
時
転
用
に
係
る
期
間
終

了
後
は
、
元
の
農
地
に
復

旧
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問　
百
合
野
山
荘
の
現
在

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
教
育
長
職
務
代
理
者

昨
年
の
12
月
に
所
有
者

の
自
主
事
業
と
し
て
、「
貝

島
家
住
宅
（
旧
貝
島
栄
四

郎
邸
）
庭
園
・
建
造
物
調

査
報
告
書
」が
刊
行
さ
れ
、

国
・
県
・
市
の
方
に
送
致

さ
れ
た
と
聞
き
及
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
以
降
に
つ
い

て
は
、
県
・
所
有
者
・
市

と
の
三
者
で
の
事
前
協
議

を
行
い
、
意
見
具
申
の
た

め
の
事
前
準
備
と
し
て
所

有
者
に
対
し
、
具
体
的
な

整
備
計
画
等
に
つ
い
て
、

文
書
で
の
資
料
提
供
の
依

頼
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問　
公
務
と
し
て
京
都
の

文
化
庁
を
訪
問
さ
れ
て
い

る
が
、
公
務
の
位
置
付

け
、
優
先
順
位
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
市
長

公
務
と
は
、
国
や
公
共

団
体
の
事
務
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
公
務
出
張

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
へ

の
要
望
活
動
の
ほ
か
、
年

間
を
通
し
て
、
関
係
機
関

や
各
種
団
体
等
の
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
各
種
行
事
へ
の
参

加
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重

要
性
や
必
要
性
及
び
本
市

と
の
関
係
性
等
を
考
慮
し

て
、
対
応
し
て
い
ま
す
。 安河　英幸

No.839



市 政 を 問 う 一般質問

山元　秀一

人
材
育
成
を
踏
ま
え
た
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
問
う

観
光
振
興
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
い
て
問
う

自
動
車
臨
時
運
行
許
可（
仮
ナ
ン
バ
ー
）に
つ
い
て
伺
う

市
行
政
の
市
民
向
け
各
種
補
助
金
、助
成
金
に

つ
い
て
伺
う

問　
子
ど
も
達
の
学
力
向

上
は
、
経
済
効
果
を
生
む

と
い
っ
た
研
究
報
告
が
あ

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

本
市
の
教
育
方
針
等
を
伺

う
。

答　
教
育
長
職
務
代
理
者

確
か
な
学
力
と
豊
か
な

心
に
基
づ
く
「
生
き
る
力
」

を
育
む
こ
と
を
本
市
の
教

育
大
綱
と
定
め
て
い
ま
す
。

確
か
な
学
力
は
、
保
・

幼
・
小
・
中
学
校
の
連
携

を
図
り
、
認
知
能
力
と
非

認
知
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
豊
か
な
心
の

育
成
で
は
、
人
間
性
と
社

会
性
を
育
む
た
め
に
各
学

校
の
創
意
工
夫
に
よ
る
活

動
体
験
や
自
主
的
・
実
践

的
な
特
別
活
動
等
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

自
立
的
で
豊
か
な
社
会

を
実
現
す
る
人
材
の
育
成

に
よ
り
、
そ
の
人
材
が

様
々
な
方
面
で
力
を
発
揮

す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
社

会
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
大
学
或
い
は
専
門
学

校
な
ど
高
等
教
育
機
関
の

誘
致
の
検
討
は
出
来
な
い

か
。

答　
副
市
長

本
市
の
最
大
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
と
い
う
点
に
お
い
て

も
、
教
育
の
充
実
は
ぜ
ひ

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
等
教
育
機
関
の
誘
致

は
学
校
法
人
等
の
意
向
や

公
共
交
通
と
い
っ
た
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
実
現
と

な
れ
ば
非
常
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

現
状
、
誘
致
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
で
き
る
の
か
な
ど
あ

り
ま
す
が
、
検
討
す
る
余

地
は
十
分
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
観
光
産
業
に
よ
る
経

済
活
性
化
は
、物
質
的・文

化
的
成
熟
し
た
我
が
国
に

お
い
て
重
要
な
施
策
で
あ

る
と
考
え
る
。
本
市
の
観

光
振
興
の
方
針
を
伺
う
。

答　
市
長

魅
力
あ
る
資
源
を
活
か

し
た
観
光
の
推
進
を
基
本

と
し
て
お
り
、
観
光
振
興

は
非
常
に
重
要
な
視
点
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

観
光
消
費
の
拡
大
に
は

来
訪
客
の
滞
在
時
間
や
宿

泊
日
数
を
延
ば
す
必
要
が

あ
る
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
地
域
の
特
性
を
活
か

し
、
テ
ー
マ
性
を
持
つ
体

験
型
の
新
た
な
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る

千
石
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
費

用
対
効
果
を
踏
ま
え
た
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問　
仮
ナ
ン
バ
ー
の
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
、
利
用

者
が
不
便
な
事
は
な
い
の

か
。

答　
市
長

道
路
運
送
車
両
法
に
お

い
て
、
自
動
車
は
、
法
令

に
基
づ
く
検
査
・
登
録
を

受
け
な
け
れ
ば
運
行
の
用

に
供
し
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
例

と
し
て
、
自
動
車
の
試
運

転
を
行
う
場
合
や
、
新
規

検
査
ま
た
は
、
自
動
車
検

査
証
の
有
効
期
間
の
満
了

し
た
自
動
車
の
継
続
検
査

の
た
め
に
回
送
を
行
う
場

合
な
ど
、
行
政
庁
の
許
可

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
運

行
が
出
来
る
よ
う
に
「
臨

時
運
行
許
可
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
請
等
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
法
第
２

条
第
９
項
第
１
号
に
規
定

す
る
国
の
「
第
一
号
法
定

受
託
事
務
」
と
し
て
定
め

ら
れ
、
運
輸
局
が
制
定
す

る
本
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
従
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
併
せ
て
、
宮
若
市

臨
時
運
行
許
可
業
務
取
扱

規
則
に
基
づ
き
、
申
請
内

容
が
適
正
で
あ
る
か
、
か

つ
、
許
可
基
準
に
適
合
す

る
か
、
慎
重
な
審
査
を
行

い
、
許
可
証
の
交
付
及
び

番
号
標
の
貸
与
に
至
る
ま

で
、
適
切
に
事
務
を
遂
行

し
て
い
ま
す
。

問　
行
政
の
市
民
向
け
補

助
金
、
助
成
金
は
ど
の
位

あ
る
の
か
。

答　
市
長

令
和
６
年
度
当
初
予
算

に
計
上
し
て
い
る
補
助
金

の
う
ち
、
市
民
向
け
の
補

助
金
、
助
成
金
等
は
51
種

類
あ
り
、
予
算
の
総
額
は

約
５
億
４
千
万
円
で
す
。

問　
そ
の
利
用
件
数
（
利

用
率
）
は
ど
の
程
度
か
。

答　
市
長

利
用
件
数
や
利
用
率
は

補
助
金
ご
と
に
異
な
る
た

め
、
一
概
に
は
表
せ
ま
せ

ん
が
、
令
和
４
年
度
決
算

に
お
け
る
市
民
向
け
補
助

金
の
予
算
執
行
率
は
、
88

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
補
助
金
の
冊
子
を
作

成
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
財
政
課
長

補
助
金
は
種
類
が
多

く
、
窓
口
も
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
、
情
報
を
一

元
化
し
、
市
民
の
利
便
性

向
上
と
支
援
拡
充
を
図
る

た
め
、
補
助
金
情
報
が
一

覧
に
な
っ
た
冊
子
を
作
成

す
る
こ
と
は
非
常
に
有
用

と
考
え
て
い
ま
す
。
先
進

自
治
体
の
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
作
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 弓削田　敬
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市 政 を 問 う一般質問

市議会会議録はホームページからも閲覧できます。
https://www.city.miyawaka.fukuoka.dbsr.jp/

次回の定例会は 9月3日（火） 開会予定です。
皆さんの傍聴をお待ちしています。

本会議・各常任委員会等の日程については、日程が決まり次第、宮若市のホームページに掲載します。
小さなお子さんをお連れの人は議場への入場はできませんが、庁舎内において親子一緒に視聴できますので、議会事務局にお尋ね下さい。

表彰
5 月 22 日に開催された全国市議会議長会定期総会で、遠藤議員が議員通算 25年
以上、和田議員が議員通算 15年以上の表彰を受けました。

染矢　正次

児
童
の
通
学
路
に
つ
い
て
伺
う

災
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う

問　
登
下
校
の
安
全
対
策

等
に
つ
い
て
伺
う
。
小
・

中
学
校
周
辺
の
消
え
か
け

た
横
断
歩
道
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
教
育
長
職
務
代
理
者

通
学
路
の
安
全
確
保
と

し
て
、
小
中
学
校
、
道
路

管
理
者
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
と
も
に
、
通
学

路
の
合
同
点
検
を
毎
年
８

月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

合
同
点
検
で
現
地
確
認

や
対
応
策
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
の
ち
、
教
育
委

員
会
が
、
11
月
に
関
係
機

関
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
、
年
度

末
に
安
全
対
策
の
内
容
に

つ
い
て
取
り
ま
と
め
、
関

係
機
関
と
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
77
箇

所
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

現
地
確
認
や
対
応
策
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
各
学
校
に
お
い

て
、
毎
年
交
通
安
全
教
室

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

こ
の
計
画
は
、
い
わ
ゆ

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
言
わ
れ
る
も

の
で
す
が
、ヒ
ト
、モ
ノ
、

情
報
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

等
利
用
で
き
る
資
源
に
制

約
が
あ
る
状
況
下
に
お
い

て
、
適
切
な
業
務
執
行
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

計
画
で
、
平
成
29
年
に
本

市
当
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
を
想
定
し
て
、
前
提
と

す
る
被
害
想
定
、
業
務
継

続
の
た
め
の
執
務
体
制
及

び
執
務
環
境
の
確
保
、
非

常
時
優
先
業
務
、
業
務
継

続
体
制
の
向
上
に
つ
い

て
、
定
め
て
い
ま
す
。

問　
業
務
を
続
け
て
い
く

う
え
で
特
に
重
要
な
６
要

素
に
つ
い
て
、
本
市
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
は
全
て
記
載
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

答　
総
務
課
長

本
市
が
規
定
す
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
６
要
素
と
し
て
、
１

つ
目
が
、
首
長
不
在
時
の

明
確
な
代
行
順
位
、
職
員

の
参
集
体
制
、２
つ
目
が
、

本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
の
代
替
庁
舎

の
特
定
、
３
つ
目
が
、
電

気
、水
、食
料
等
の
確
保
、

４
つ
目
が
、
災
害
時
に
も

つ
な
が
り
や
す
い
多
様
な

通
信
手
段
の
確
保
、
５
つ

目
が
、
重
要
な
行
政
デ
ー

タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
６

つ
目
が
、
非
常
時
優
先
業

務
の
整
理
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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委
員
長

副
委
員
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委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

山
　元
　秀
　一

松
　岡
　史
　倫

染
　矢
　正
　次

清
　水
　健
太
郎

藤
　春
　優
　二

神
　谷
　喜
久
雄

安
　河
　英
　幸

　光
陵
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、「
カ
ー
ン
・
カ

ー
ン
」
と
音
が
鳴
り
響
く
。

　８
時
過
ぎ
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
駐
車
場
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　皆
、
手
に
ク
ラ
ブ
を
も
っ
て
、

グ
ラ
ン
ド
に
集
合
。
番
号
の
つ
い

た
旗
を
セ
ッ
ト
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
始
ま
り
で
す
。

　皆
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
狙
っ

て
打
っ
て
い
き
ま
す
。

　「
入
っ
た
。
入
っ
た
ぞ
。
」
な
ど

喜
び
の
歓
声
が
上
が
り
と
て
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。

　グ
ラ
ン
ウ
ド
ゴ
ル
フ
は
他
に
、

市
民
球
技
場
、
東
小
学
校
跡
地
等

で
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
っ
て
競

技
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
熱
中
症

に
は
十
分
注
意
を
し
て
、
い
っ
ぱ

い
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

染
矢
　正
次

トヨタサンクスフェスタ

東町ふれあい祭

ほたるまつり

防災研修会
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